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セグメント情報
１ 報告セグメントの概要
当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当行グループは、当行及び連結子会社2社で構成され、銀行業務を中心に金融サービスに係る事業を行っており、

「銀行業」を報告セグメントとしております。
なお、「銀行業」は、当行において預金業務、貸出業務、有価証券投資業務、為替業務等を行っている他、連結子会

社において銀行事務代行業務等を行っております。
また、2022年10月に、当行が保有していた、いよぎん保証株式会社、いよぎんキャピタル株式会社、株式会社いよ

ぎん地域経済研究センター、株式会社いよぎんディーシーカード、いよぎんリース株式会社、株式会社いよぎんコン
ピュータサービス及び四国アライアンス証券株式会社の全株式を株式会社いよぎんホールディングスに現物配当した
ことにより、連結子会社14社を連結の範囲から除外しております。
この結果、従来、「銀行業」、「リース業」の2つを報告セグメントとしておりましたが、当連結会計年度から「銀行

業」のみを報告セグメントにしております。従って、当連結会計年度のセグメント情報に記載した「リース業」、「そ
の他」は、連結除外となった一部の連結子会社の2022年4月1日から連結除外時点までの計数となっております。

２ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法
報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記

載と同一であります。
報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。
セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報
前連結会計年度(自 2021年4月1日 至 2022年3月31日) （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 114,702 16,468 131,170 2,800 133,971 ― 133,971
セグメント間の内部経常収益 541 358 899 1,901 2,801 △2,801 ―

計 115,244 16,826 132,070 4,701 136,772 △2,801 133,971
セグメント利益 37,284 521 37,805 424 38,230 9 38,239
セグメント資産 8,521,345 55,768 8,577,114 13,759 8,590,874 △46,076 8,544,797
セグメント負債 7,804,876 35,497 7,840,374 6,658 7,847,032 △34,033 7,812,998
その他の項目
減価償却費 5,091 34 5,126 38 5,164 △87 5,077
資金運用収益 75,672 130 75,803 3 75,806 △108 75,698
資金調達費用 3,002 104 3,107 4 3,112 △94 3,017
特別利益 19 ― 19 ― 19 ― 19
(固定資産処分益) （19） ― （19） ― （19） ― （19）
特別損失 482 ― 482 0 482 ― 482
(固定資産処分損) （60） ― （60） （0） （60） ― （60）
(減損損失) （421） ― （421） ― （421） ― （421）
(金融商品取引責任準備金繰入
額) ― ― ― （0） （0） ― （0）
税金費用 10,812 169 10,981 163 11,145 4 11,149
有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 6,007 3 6,011 30 6,041 △82 5,958

（注）1． 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しており
ます。
2． 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、情報処理受託・ソフトウェア開発業及び証券業であります。
3． 調整額は、次のとおりであります。
⑴ セグメント利益の調整額9百万円は、セグメント間取引消去であります。
⑵ セグメント資産の調整額△46,076百万円は、セグメント間取引消去であります。
⑶ セグメント負債の調整額△34,033百万円は、セグメント間取引消去であります。
⑷ 減価償却費の調整額△87百万円、資金運用収益の調整額△108百万円、資金調達費用の調整額△94百万円、税金費用の調整額4百万円、有形固定資産及び無形固定資産

の増加額の調整額△82百万円は、セグメント間取引消去であります。
4． セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2022年4月1日 至 2023年3月31日) （単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計 調整額 連結財務諸表

計上額銀行業 リース業 計

経常収益
外部顧客に対する経常収益 154,322 8,157 162,480 1,114 163,594 ― 163,594
セグメント間の内部経常収益 229 168 398 790 1,188 △1,188 ―

計 154,552 8,325 162,878 1,904 164,783 △1,188 163,594
セグメント利益又は損失（△） 40,517 419 40,937 △9 40,928 △14 40,914
セグメント資産 8,505,438 ― 8,505,438 ― 8,505,438 ― 8,505,438
セグメント負債 7,798,536 ― 7,798,536 ― 7,798,536 ― 7,798,536
その他の項目
減価償却費 6,139 12 6,152 17 6,169 △35 6,133
資金運用収益 95,992 78 96,071 3 96,075 △57 96,017
資金調達費用 20,806 51 20,858 0 20,858 △44 20,814
特別利益 154 ― 154 ― 154 ― 154
(固定資産処分益) （5） ― （5） ― （5） ― （5）
(新株予約権戻入益) （149） ― （149） ― （149） ― （149）
特別損失 1,923 ― 1,923 0 1,923 ― 1,923
(固定資産処分損) （338） ― （338） （0） （338） ― （338）
(減損損失) （699） ― （699） ― （699） ― （699）
(固定資産解体費用引当金繰入
額) （885） ― （885） ― （885） ― （885）
税金費用 11,507 138 11,646 20 11,667 2 11,669
有形固定資産及び無形固定資産
の増加額 8,509 0 8,509 9 8,518 △20 8,497

（注）1． 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しており
ます。

2． 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、情報処理受託・ソフトウェア開発業及び証券業であります。
3． 調整額は、次のとおりであります。

⑴ セグメント利益又は損失（△）の調整額△14百万円は、セグメント間取引消去であります。
⑵ 減価償却費の調整額△35百万円、資金運用収益の調整額△57百万円、資金調達費用の調整額△44百万円、税金費用の調整額2百万円、有形固定資産及び無形固定資産
の増加額の調整額△20百万円は、セグメント間取引消去であります。

4． セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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